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研究成果の概要（和文）： 

ヴォルガ地域の文化的な様態を、各流域の民族・宗教文化的特徴、および中世期から現代ま
での複雑な歴史的経緯を踏まえて整理し、包括的文化圏としてのヴォルガ地域像を解明した。
ヴォルガ河の表象にみられる多義性・多面性とその変遷を、18 世紀以降の文芸の諸ジャンルに
おいて検討し、その特徴や文化的機能を分析した。近現代の宗教・文化思想を題材に、東西文
化論におけるヴォルガ地域の特徴と機能を整理した。 
研究成果の概要（英文）： 

Results of the research project “A Comprehensive Study of the Volga as a Cultural Area 
and Her Images” include: Characterization of the cultural aspects of the Volga region in 
terms of its multi-ethnical condition as well as complicated medieval and modern history; 
Comparative analysis of the specificity and cultural function of the images of the Volga in 
various genres of modern literature and art; Definition of the uniqueness and special 
function of the Volga region in modern religious and cultural ideologies.  
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１．研究開始当初の背景 
巨大な河川国家であるロシアにおいて、ヴ

ォルガ河は政治・経済・生活・文化の諸側面
で重要な機能を果たしてきた。ヴォルガ河の
自然風土を含む諸特徴については、豊富な研
究が蓄積されているが、その文化圏としての
意味と文化表象における特徴については、従
来包括的な研究が不在であった。本研究はそ
の研究史上の課題に挑戦する試みである。 
 

２．研究の目的 
ロシアにおける河川と文化の係わり合い

の多層的・多義的な様相を解明する作業の一
環として、ヴォルガ河の文化的機能、および
その表象のあり方を現代文化学・文芸学の観
点から総合的に研究することを目的とする。
柱となる研究視点は以下の通り。 
(1) 文化生成の場としてのヴォルガ流域： 
ヴォルガ流域を文化の対抗と対話の場と捉
え、この地方の地理・民族学的な背景、歴史・
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社会的な特徴、言語・宗教上の様相を解明、
ヴォルガ流域の文化圏としての特質を解明
する。さらに、ヴォルガ流域で生成、展開さ
れた文化が、ロシア帝国、ソ連、および現代
のロシア社会に果たしてきた役割を解明す
る。 
(2) ヴォルガ・イメージの多義性と機能： 
ヴォルガ流域を生活圏とした諸民族の表現
文化におけるヴォルガ表象の特徴を、時代ご
とに比較分析する。分析対象にはフォークロ
ア、文学、美術、音楽、映画、記念碑などの
諸ジャンルが含まれる。 
(3) 東西文化論にとってのヴォルガ： 
ヨーロッパとアジアの境界を流れ複数の民
族の混住するヴォルガ地域は、東西文明圏に
関するイデオロギー的な議論にも役割を果
たしてきた。ロシアにおけるスラブ主義やユ
ーラシア主義を含め、東西文明論の中でのヴ
ォルガの位置づけを検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 時代史・地域区分に添った研究： 
 19 世紀中期までのロシア帝政期、大改革期
から革命期まで、ソ連期から現代までという
大きな時代区分を設定、各年度の中心テーマ
を過去から現代へと展開する形で研究を設
計する。また、現地調査の展開においてもヴ
ォルガ上流（オカ川との合流点まで）、中流
（サマラ川との合流点まで）、下流（以下カ
スピ海まで）という地域区分を意識しながら、
ヴォルガの全域が展望できる研究を行う。 
(2) 融合型の効率的研究： 
歴史、政治、宗教、フォークロア、社会学、

言語学、文学、美術、舞台芸術、映画、音楽、
思想など複数の分野にまたがる融合型研究
を効率的に進めるために、用語集や基本スキ
ーム集などの共通ツールを作り、相互理解の
深化を図る。また、文献・資料研究とフィー
ルドワークを合理的に組み合わせ、各自が正
確な対象地域理解を得られるようにする。 
(3) 国際的協力研究： 
現地でのフィールドワークや研究会など

を通じて研究対象地域およびそれ以外の地
域の専門家、研究施設との研究協力を推し進
め、成果も国際的な場で発表する。 
 
４．研究成果 
(1) 歴史的経緯の解明：中世期まではロシア
国家のフロントとして、諸民族との闘争の舞
台となり、近代においてはヨーロッパ・ロシ
アを取り囲む環として経済的・政治的に中心
を支えてきたヴォルガ地域は、時代によって
そのアイデンティティを変えてきた。本研究
チームはヴォルガの上流域、中流域、下流域
の調査をつうじて、ヴォルガがロシアの母な
る川としてのアイデンティティを形成する
過程を輪郭づけた。（下記松里論文(2010)、長

縄論文(2012), 鳥山論文(2012)、下記論文集
『文化空間としてのヴォルガ』中三浦論文な
ど） 
(2) ヴォルガ・イメージの動態：１９世紀以
降の近代文芸を題材として、ヴォルガの文化
的表象の変貌・展開ぶりを、社会史・文化史・
特に反乱や戦争の歴史との関連で分析し、ロ
シア文化史の中のヴォルガ・イメージの動態
を跡づけた。（下記後藤論文(2010)、望月論文
(2010,2011,2012)、中村論文(2012)、鈴木論
文(2012)、下記論文集『文化空間としてのヴ
ォルガ』中熊野谷論文、長谷川論文など） 
(3) 東西文化の中のヴォルガの場：ヴォルガ
は歴史上も現在も複数の文明圏の接点であ
り、文化の交わる場である。本研究チームは
この地域におけるロシア正教をはじめとす
る宗教文化の歴史と現状を中心にフィール
ドワークを行い、ヴォルガ文化圏の比較文化
的分析を試みた。その結果、この地域の文化
的混住の様態が明らかになると同時に、現代
の国際文化環境への様々な適応の戦略が見
いだされた。その成果はまだ総合的にはとり
まとめられていないが、以下の形でその素材
が蓄積されている。 
下記長縄論文(2009)、後藤論文(2010)。下記
論文集『文化空間としてのヴォルガ』中桜間
論文、井上論文。 
ヴォルガ地域調査旅行記録集： 
http://volga.jp/fieldwork/fieldwork.html 
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